
理想の生徒会像って一体どんなもの？ 

足りないところを補える 

いろんな意見をまとめて開示できる 

生徒を支えるのが生徒会、生徒の意見をまとめて先生や学校に生徒がどう思っているかを

伝える 

生徒会でない人たちも生徒会が何をしているのかがわかる 

生徒の意見を吸収する  

生徒の気持ちを代弁 

 

 

会長がいなくても回せる→引継ぎがしっかりしている 

（部署ごとに引継ぎ資料の作成・引継ぎ会） 

生徒会自体が元気→意見箱（行事のアンケート）・冊子作り 

コロナウイルス等の不測の事態が起こっても対応ができる→他の学校の生徒会の人たちの

意見 

役員会内の意識を一致させる→書類作成や内容の共有・執行部の中で仲良くなる 

              ため口（外に出たら先輩後輩）会議とかは積極的に参加する。 

情報の共有ができている→テレビ会報で楽しい雰囲気 

            データの管理を重要視 

企画運営を生徒全員で→アンケート調査 

           情報共有・答えやすいアンケート（選択肢のあるもの）  

生徒会自体が元気→意見箱（行事のアンケート）・冊子作り 

         仕事のバランス調整が大事 

コロナウイルス等の不測の事態が起こっても対応ができる→他の学校の生徒会の人たちの

意見 

                           外務への参加 

役員会内の意識を一致させる→書類作成や内容の共有・執行部の中で仲良くなる 

              意見交換（電話会議） 

企画の実現が難しいものはどうしてる？→企画に要素を盛り込む・お便り的な感じ 

                  予測不可能なアクシデントがあったときのために

企画自体を寝かしておく 

 

 

 

 



まとめ 

Q 理想の生徒会像とは？ 

A 情報共有がきちんとできて生徒代表という意識が 

ある生徒会 

Q 理想の生徒会像を叶えるためには？ 

A 引き継ぎがきちんとしやすい環境づくりが必要 

 


